
OrbisNet Sigma 

UBX → POS 変換 実務版マニュアル 

電子基準点 RINEX データ利用版 

1. rnx2rtkp 設定を開く 

 OrbisNet Sigma を起動します。 

 「rnx2rtkp 設定を開く」ボタンを押します。 
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2. 測位設定 

 測位モードは「相対測位（固定）」を選択します。 

 周波数は「L1 + L2」を選択します。 

 AR モードは「Fix and Hold」を使用します。 
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3. 電子基準点設定 

 固定基準点（国土地理院 RINEX 等）を選択します。 

 obs ファイルと電子基準点座標を入力します。 
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4. データフォルダ選択 

 NO.1 に rover の UBX フォルダを設定します。 

 BASE に電子基準点フォルダを設定します。 
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5. 解析実行 

 「解析実行」ボタンを押します。 

 解析完了メッセージが表示されれば成功です。 
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6. project フォルダ確認 

 観測フォルダ内に project フォルダが生成されます。 

 解析結果はこの中に保存されます。 
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7. POS ファイル確認 

 1.pos が最終的な測位結果ファイルです。 

 rover.obs / rover.nav も同時生成されます。 
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8. POS ファイル内容確認 

 obs start / obs end に観測時間が表示されます。 

 Q=1 は FIX 解を意味します。 

 ratio 値が 3 以上で安定 Fix の目安になります。 
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